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３．外部メディア対応

当法人の取り組みや専門的な知見を広く社会に共有し公的な信頼性を高めるため、外部

メディアを通じた積極的な情報発信に取り組みました。

① プレスリリースの発信

情報の即時性と発信の継続性を高めるため、プレスリリースの様式を刷新するとと

もに外部サービスの併用による情報発信の体系化を進めました。

当部内、企画課の担当する「高校生進路発見セミナー」や「病院薬剤師体験」など

次世代育成支援の広報にも注力するとともに、クラウドファンディング等の重要施策

についても周知を図りました。その結果、県内各メディアや医療専門メディア

「m3.com」での特集掲載などに繋がり、取り組みを多くの方に知っていただくことが

出来ました。

② 取材対応

新聞、テレビ、および医療系 Web メディア等の取材に対し、広報課が窓口となって

各部署との円滑な調整を行いました。特に災害対策や救命救急の現場に関する取材で

は、医療の実際を丁寧にお伝えできるようにハンドアウトの準備などにも力を入れま

した。メディアを通じた発信が、地域住民の皆さまや全国の医療関係者の方々に届

き、当法人の取り組みを少しでも深く知っていただくきっかけになればと考えていま

す。

４．人材育成・教育関連

階層別研修や評価者研修の運営および「近森会グループ学術集会」の事務局業務を担い

ました（詳細は人材育成委員会年報を参照）。また、接遇向上に向けた「ANA医療現場接
遇研修」の実施に向けた調整や兵庫医科大学 井上正隆先生による統計支援の窓口業務な

ど、様々な支援を行っています。

なお、組織再編に伴う所掌見直しにより、人材育成・教育関連業務は総務課人事担当へ

と移管予定であり、現在引継ぎ、業務整理を進めています。

５．病院見学・職場体験受入

他院や関係機関からの見学受入れ、および学生の職場体験における窓口業務についても、

各部署と連携しながら担当しました。

本業務についても今後は庶務課へと移管予定です。これまでの対応実績やノウハウを確

実に共有し、引き続き良好な外部リレーションが維持されるよう努めたいと思います。

プレスリリース

配信件数
13 件

取材件数 32 件

主な取材実績

l WEB メディア m3.com

「南海トラフ地震を『生き残る』ために。高知・近森病院に聞く」など

l NHK 松山放送局

NHK 総合「巨大地震シミュレーション 四国緊急対策室

四国らしんばん「四国採用戦線異常あり～人手不足解消の秘策は～」」

l 高知新聞

l 讀賣新聞

l KUTV テレビ高知

l RKC 高知放送

l 高知さんさんテレビ など
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８．その他業務

・ 「近森病院からのホットライン」 発行（月 1回） ※2025年 9月より休刊

・ 「近森病院地域医療連携ガイド 2025年版」発行（年 1回）
・ 「訪問看護ステーションちかもり ステーション通信ささえ」 発行（年 2回）
・ 「入院生活のごあんない」更新（年 2回ほか必要時）

上記以外の単発で依頼を受けたポスターやチラシ制作は割愛します。

７．人員配置について

5月 北川 真也 課長代理 異動（総務部広報課→経営企画部広報課）

岡﨑 千沙 異動（総務部広報課→経営企画部広報課）

小松 美紀 異動（総務部広報課→経営企画部広報課）

岩神 美紀 異動（総務部広報課→経営企画部広報課）

古川 立音子 異動（総務部広報課→経営企画部広報課）

高橋 有佐（受付担当） 異動（総務部広報課→経営企画部広報課）

武村 由美（ひろっぱ講座担当） 異動（総務部広報課→経営企画部広報課）

7月 高橋 有佐（受付担当） 異動（広報課→庶務課）

武村 由美（ひろっぱ講座担当） 異動（広報課→庶務課）

北川 真也 課長代理 退職

小松 美紀 退職

8月 前野 さくら 異動（経営企画部企画課→広報課）

9月 片山 百合子 入職

昇格について

8月 前野 さくら 広報課主任


